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2019年 2月 15日 （金） 

第 3回「補助犬フォーラム」 

（旧シンポジウム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年 2月 15日 （金） 

第 3回「補助犬フォーラム」 

（旧シンポジウム） 
 

イベント日程：概要 

（１）補助犬フォーラムの開催 

 

実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問合せ先＞ 

公益財団法人日本補助犬協会 

〒241-0811 神奈川県横浜市

旭区矢指町 1954-1 

TEL ： 045-951-9221 

FAX ： 045-951-9222 

E-mail ： japan@hojyoken.or.jp 

第 6回もっと知って補助犬キャンペーン 
イベント概要 

2018/12/1～2019/3/31  

プログラム（予定） 

午前の部  

10：00～12：00  ・企業向け「心のバリアフリー」検定の

実施 

昼の部 

12：00～13：30  ・ワークショップ  

様々な障害体験ブースを設置しております 

午後の部           

【第一部】 

13：30～14：30  ・基調講演  

14：30～15：00  ・補助犬デモンストレーション         

15：00～15：15     [休 憩] 記念写真もお撮り頂けます 

【第二部】 

15：15～16：15  ・パネルディスカッション 

（２）企業等における取り組み 

2018年 12月 14日 （金） 

心のバリアフリー検定 
2019年 2月 4日 （月） 
Special：経営者向け心のバリアフリー検定 

（当協会顧問他 ご招待者様のみ） 
 

後援（予定）※第５回キャンペー

ン後援団体含む 

内閣府、国土交通省、農林水産

省、東京都、神奈川県、高知県、

横浜市、東京オリンピック・パラ

リンピック競技大会組織委員会、

日本医師会、日本獣医師会、日本

百貨店協会、日本ホテル協会、日

本補聴器販売店協会、日本ショッ

ピングセンター協会、日本フード

サービス協会、日本旅行業協会、

東京損害保険代理業協会、全国空

港ビル協会、日本植物園協会、全

日本ろうあ連盟、全日本難聴者・

中途失聴者団体連合会、定期航空

協会、日本盲人会連合、東京ハイ

ヤー・タクシー協会、東京都個人

タクシー協会、新国立劇場、他 

 

・ＵＤ２０２０行動計画に基づいた 

「心のバリアフリー研修」の実施 

・各事業者接遇マニュアルを展開した 

接遇セミナーの実施 

・外食産業等における 

補助犬受け入れセミナーの実施 

・企業の社員に向けた補助犬啓発活動の実施   

・商業施設等のバリアフリー検証 

・障害のある人が活躍しやすい企業 

（１） 補助犬フォーラムの
開催 

（旧補助犬シンポジウム） 

（２） 企業等における 

取り組み 

（３） 学校教育における 

取り組み 

 

（４） 国民全体における 

取り組み 

 

（５）  障害当事者及び 

支援団体としての取り組み 

 

（６）  緊急・災害時への 

取り組み 

 

（７）  『SDGs実施指針』に 

基づいたあらゆる人々の 

活躍の推進 

 

（３） 学校教育における 

取り組み 

 

（４） 国民全体における 

取り組み 

 

（５）  障害当事者及び 

支援団体としての取り組み 

 

（６）  緊急・災害時への 

取り組み 

 

（７）  『SDGs実施指針』に 

基づいたあらゆる人々の 

活躍の推進 

 

 （３）学校教育における取り組み 

実施：キャンペーン期間中 

東京都内及び横浜市内を中心とした全国各地 

 

１）地域に根差した「心のバリアフリー」の推進 

  ・交通機関や商業施設等での啓発活動 

２）スポーツ等を通した「心のバリアフリー」の推進 

  ・高知ファイティングドッグスとのコラボレーショ

ン企画（予定） 

   高知の球場での補助犬啓発 

デモンストレーション 

チームとのコラボレーションキーホルダーの 

作製   

「ホストタウンと心のバリアフリー」の展開     

（５）障害当事者及び支援団体としての取り組み 

障害当事者講師の養成 

  ・障害当事者講師の養成セミナーの開催 

キャンペーン期間中、計４回程度実施 

キャンペーン期間中、計４回程度実施 

東京都内及び横浜市内、高知県など 

 

（６）緊急・災害時への取り組み 

緊急・災害時のガイドラインの作成 

・東京オリンピック・パラリンピック期間中の（仮称）「補助犬支

援ネットワーク」での活用 

・都道府県や市町村等、避難所運営側への周知 

・当協会ホームページ及び関係団体等への周知 ・その他 

キャンペーン期間中 

 （７）『SDGs実施指針』に基づいたあらゆる人々の活躍の推進 

あらゆる人々の活躍の推進の心、情報、交通の「バリアフリー」 

・「心のバリアフリー研修」の実施 

・施設のバリアフリー検証   

・接遇ガイドラインの作成 

・緊急・災害時のガイドラインの作成 

キャンペーン期間中 

学校教育の取り組みとしてオリンピック・パラリンピッ

ク教育及び「心のバリアフリー」の普及の推進を目的

として、補助犬を介在させた授業を行います。 

（随時 実施中） 

（４）国民全体における取り組み 

『心のバリアフリー検定』とは？ 

・「心のバリアフリー」とは、さまざまな心身の特性や考え

方を持つ全ての人々が、お互いに理解を深めようとコミ

ュニケーションを取り、支え合うことです。真の共生社会

を実現するためには、社会のなかに「心のバリアフリー」

を広めることが重要とされています。  

・日本補助犬協会は、身体障害者補助犬を通じて 

視覚障がい、肢体不自由、聴覚障がいを持つ方々の 

社会参加を応援しています。 

この「心のバリアフリー」検定を通し、これら各種の障が

いを抱える補助犬ユーザー 

と直接ふれ合うことにより、 

障がい種別を超えて「自分と 

異なる他者」の困りごとを理 

解し、それをご自身の行動に 

つなげていくきっかけとして 

頂けます。 

 

 

 


